
市
役
所
１
階
市
民
課
に
「
外
国
人

生
活
情
報
窓
口
」
を
設
置
し
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
が
分

か
る
職
員
が
、

窓
口
で
の
行
政

手
続
き
の
支
援

や
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま

す
。外

国
人
登
録
の
た
め
最
初
に
市
役

所
を
訪
れ
た
際
、
市
内
に
住
む
う
え

で
の
決
ま
り
事
や
守
っ
て
も
ら
い
た

い
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
へ
の
加
入
や
ご
み
の
出
し

方
、
子
ど
も
の
教
育
の
重
要
性
な
ど

を
、
資
料
を
配
付
し
な
が
ら
説
明
し

て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
は
、
広
報
ふ
く
ろ

い
か
ら
必
要
な
情
報
を
抜
粋
し
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
に
翻
訳
し
た
「
広
報
ふ

く
ろ
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
」
を
月
１

回
発
行
し
て
い
ま
す
。

広
報
ふ
く
ろ
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版

は
、
市
役
所
や
支
所
、
協
働
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー

「
ふ
ら
っ
と
」

や
市
内
の
ブ

ラ
ジ
ル
人

学
校
な
ど

で
配
布
し
て

い
ま
す
。

◇
外
国
人
の
長
期
滞
在
や
定
住
が
進
む

に
つ
れ
、
市
内
で
生
ま
れ
育
ち
、
学

校
に
通
う
外
国
人
児
童
数
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

◇
５
月
１
日
現
在
、
市
内
の
小
・
中
学

校
に
は
１
５
７
人
の
外
国
人
児
童
が

在
籍
し
、
日
本
人
児
童
と
机
を
並
べ

て
学
習
し
て
い
ま
す
。

高
南
小
学
校
を
セ
ン
タ
ー
校
と
し

て
、
外
国
人
児
童
生
徒
相
談
員
を
常

駐
配
置
。
入
学
の
手
続
き
案
内
や
学

習
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
員
の
約
３
割
を
外
国
人
が

占
め
る
青
木
町
第
一
自
治
会
で
は
、

住
民
の
中
か
ら
外
国
人
リ
ー
ダ
ー
を

選
ん
で
、
日
本
人
と
の
橋
渡
し
役
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
住
民
に
も
積
極
的
に

自
治
会
班
長
を
お
願
い
し
て
、
自
治
会

運
営
へ
の
参
画
を
促
し
て
い
ま
す
。

浅
羽
南
地
区
で
は
、
公
民
館
と
自

治
会
が
中
心
と
な
り
、
外
国
人
と
の

交
流
を
深
め
る
催
し
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
浅
羽
南
地

区
国
際
交
流
会
で
は
、
地
域
の
外
国

人
約
20
人
が
参
加
。
も
ち
つ
き
や
茶

会
な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
行
事
を
体

験
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
親
睦
を
よ

り
深
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

市
役
所
１
階
市
民
課

窓
口
で
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
通
訳
、
市
の
業
務
に
必
要
な

文
書
の
翻
訳
な
ど

県
営
住

宅
の
居
住

者
で
組
織

さ
れ
る
私

た
ち
堀
越

中
自
治
会

は
、
全
１
５
８
世
帯
の
う
ち
、
半
数
近
く

が
外
国
人
世
帯
で
す
。

そ
ん
な
環
境
の
中
、
私
が
自
治
会
長
と

し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
相
手
が
誰

で
あ
ろ
う
と
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
面
と

向
か
っ
て
直
接
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

よ
く
、
外
国
人
の
方
に
よ
る
ご
み
の
出

し
方
や
騒
音
問
題
な
ど
が
や
り
玉
に
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
日
本
で
の
ル
ー
ル
や
地
域

の
決
め
事
な
ど
は
、
順
を
追
っ
て
説
明
す

れ
ば
、
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
く
れ
ま
す
。

地
域
に
住
む
日
本
人
と
外
国
人
の
間
で

何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
両
者
に
よ
る
会
話
と
理
解
の
不
足

が
原
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

知
ら
な
い
こ
と
は
教
え
合
い
、
思
っ
た

こ
と
は
伝
え
合
う
、
そ
ん
な
基
本
的
な
と

こ
ろ
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
多
文

化
共
生
の
一
歩
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

周
辺
の
自
治
会
や
自
治
会
連
合
会
の
協

力
も
あ
っ
て
、
地
域
で
の
多
文
化
共
生
は
、

ゆ
っ
く
り
で
す
が
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

堀
越
中
自
治
会
か
ら
外
国
人
の
自
治
会

長
が
選
出
さ
れ
る
日
も
、
そ
う
遠
く
は
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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堀越中自治会会長 
永野和利さん 
堀越中自治会会長 
永野和利さん 



８
月
21
日
(木)
〜
30
日
(土)

市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
本
人
に
よ
る
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移

民
の
歴
史
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

2
４
４
―

３
１
０
４

８
月
19
日
(火)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

市
役
所
３
０
１
会
議
室

体
験
談
「
静
岡
県
の
多
文
化
共
生

に
取
り
組
ん
で
」（
県
国
際
交
流
員

横
山
マ
ル
コ
ス
さ
ん
）、
市
通
訳
や
外

国
人
児
童
生
徒
相
談
員
を
交
え
て
の
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

◇
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
課
協
働
共
生
推
進
係

2
４
４
―

３
１
１
６

◇
１
９
０
８
年（
明
治
41
年
）に
、
第
１
回

日
本
人
移
住
者
７
８
１
人
を
乗
せ
た
船

が
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
ト
ス
港
に
入
港
し

て
今
年
で
１
０
０
年
目
。
日
伯
両
政
府

で
は
、
今
年
を
「
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流

年
」
と
し
て
、
そ
の
交
流
を
祝
う
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
市
内
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
交
流
を
深
め

る
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

インドネシアで会社員と
して働いている時、仕事で
日本人男性と知り合い、結
婚して、去年の2月に日本
に来ました。
こちらに来て思ったこと

は、日本人は親切な人が多
いことです。日本語を覚え

ようと足を運んだ袋井国際交流協会でも、日本語以外に、
いろいろなことを教えてもらったり、お世話をしていただ
いたりしました。
インドネシアでは首都のジャカルタに住んでいました

が、静かで平和的な袋井市での暮らしも、とても気に入っ
ています。まちに街灯が少ないかなとも思いますが、それ
でも治安が良いのは、とても素晴らしいことです。

生活する上で特別困っていることはありませんが、日本
の皆さんにお願いをするなら、地域などでも、もっと気軽
に声を掛けてもらいたいです。相手が外国人というだけで、
少し距離を取ってしまう方が多いような気がしています
が、そんなに構えずに気楽に声を掛けていただきたいと思
います。
また、英語での表示や案内看板がもっとあると助かりま

す。バスに乗った時、特にそう思いました。どこに行くバ
スなのか、どこで降りたらいいのか、よく分からなくて…。
今は子どもが生まれて、育児に掛かりきりですが、落ち

着いたら、また日本語教室に通い、もっと言葉を覚えたい
と思っています。
今はまだ、近所付き合いは少ないのですが、これから少

しずつ地域の輪に加わっていきたいと思います。

母が仕事で日本に来ていて、
母に会いたく自分も8歳の時
に来日しました。以来、ブラ
ジルには一度も戻らず、ずっ
と袋井市に住んでいます。
日本での生活は、はじめは

言葉が分からず苦労しました
が、袋井東小学校での学校生
活や地域の皆さんとの会話の中で、少しずつ日本語を覚え
ていくことができました。
私の育った国本地区では、外国人居住者が大変多く、子

どもも国籍を気にせず、一緒にサッカーなどをして遊んで
います。今では友達も多くいますので、これからもずっと
日本で暮らしていきたいと思っています。

これまでは母が働いて、私を育ててくれましたので、自
分も早く働きたいと考えています。
しかしながら、仕事を探すのが難しいのも事実です。現

在、派遣会社に登録して仕事を待っていますが、なかなか
声が掛からないでいます。日本では教育が重要視されます
ので、日本の学校を小学校までしか卒業していないことが、
その要因の1つかもしれないとも感じています。そのため今
は、より多くのことを学ぼうと日本語能力試験などの検定
や資格取得に挑戦しています。
自分の現在の暮らしを支えるため、また将来の目標をか

なえるためにも、働いてお金を稼ぎたいです。
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榛葉グスティアユさん 
インドネシア出身 
榛葉グスティアユさん 
インドネシア出身 

セトグチ  ジョニーナオトさん 
ブラジル出身 
セトグチ  ジョニーナオトさん 
ブラジル出身 




